
手塚　大蔵省の官僚から政治家を志した
きっかけをお話しいただけますか。
鈴木　大蔵省には7年いました。2001年か
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■日常は守る。経済は変える。
■ 活動報告

● 「公認会計士による塩崎彰久議員を囲む会」に
 よる決起集会を開催
● 「古賀あつしを囲む公認会計士の会」
 通常総会及び懇親会を開催
● 若林健太衆議院議員と意見交換
● 「萩原 佳を囲む公認会計士の会」通常総会を
 開催

鈴木馨祐 衆議院議員

ら３年間アメリカに行き、１年目はペンタゴン
の横に住んでいましたので、9.11のテロを現
場で経験しました。どんなに強いアメリカで
も日常は一瞬で崩れると感じ、「国家の備え
が必要」と考える原体験になっています。
　様々な課題を見つけて2004年に日本に

戻ったとき、小泉政権が構造改革を進めよ
うとしていました。それを見て「日本の潜在
力を強めるチャンスだ。ここに自分の力を使
いたい！」と思ったのがきっかけです。
手塚　大蔵官僚よりも政治家を選んだので
すね？

鈴木　官僚は、価値の優先順位を決める
権限はないのです。例えば教育と医療、ど
ちらが大事かといった価値観は、官僚は決
めちゃいけない。それは、有権者に選ばれ
た政治家が判断すること。だから政治家が
できるのであれば、と思いました。

手塚　政治家に伝手があったのですか？
鈴木　何もないです。家も政治家の家庭で
はありません。帰ってきた年の12月に辞表を
出した時は、みんなに頭がおかしくなったん
じゃないかと言われました。私としては次の
選挙は2006年秋だから、１年ぐらい選挙活
動を考えると2005年夏には辞めなければい
けない。ならば周りに迷惑をかけないよう早
めに辞表を出し、退路も断つ、という気持ち
でした。
　ところが2005年８月、辞める直前に突然、
郵政の解散・総選挙となったのです。無職
は1年の予定が、ここからずっと無職かとお
先真っ暗になりました。とにかく選挙の経験
をしようと気持ちを立て直して、世田谷区か
ら出馬していた越智隆雄さんのところで無
給でお手伝いをさせていただきました。あの
時はコンビニの壁の求人を見て、「深夜は
1,000円以上か。夜12時から朝8時まで働け

ば１万円になる。これで食っていけるな」と
考えていました。
手塚　たくましいですね。
鈴木　そうしているうちに、越智さんのとこ
ろに元大蔵省の若者がいるということで自
民党本部から比例区でどうかとお話をいた
だいたのです。越智さんのお口添えもあっ
たと思います。本当に感謝いっぱいの気持
ちで比例名簿に名前を載せていただきまし
た。
戸張　次の選挙で神奈川県から出られた
のはどういうつながりでしたか？
鈴木　まず郵政の選挙で南関東比例区の
議員になって、当時、麻生派が立ちあがる
ということで麻生会長にお声がけいただき、
最初の16人の一人になりました。その後、
麻生派の神奈川県7区の鈴木恒夫さんが
引退される話になり、後を引き継いだという
ご縁です。

手塚　鈴木議員には、2024年、企業会計
小委員会委員長として「サステナビリティに
関する財務情報の開示と保証」について提
言を取りまとめていただきました。
鈴木　あの提言は、海外出張帰りの飛行
機の中で書きました。大半自分で書いたの
でよく覚えています。財務と非財務のコネク
ティビティの話で、両方を見なければいけな
いとなるとプロの公認会計士でなければ、と
いう話がありましたが、クリアになりましたか？
藤本　クリアにはなっていないです。もとも
とは監査法人が保証の担い手ということで
したが、監査法人以外も保証を実施すると
いう形で検討が進んで、制度設計が難しく
なっています。財務と非財務は連携して適
切な開示になっているかを見なければいけ

ないので、監査法人以
外は難しいのです。サス
テナビリティ情報自体も
難しく、理系的な発想で
数値の算定が必要です
から、公認会計士として
も心してかからなければ
いけません。財務と非財
務の両方がしっかり理
解されている状態で、開
示も保証もできる形を検
討していきたいと思って
います。
鈴木　企業の長期的
な価値評価として必要

な柱だと信じていますので、しっかり制度が
設計されるよう後押ししたいと思います。

手塚　2024年の提言書では「経営者個人
の罰則」についても踏み込んでいただきまし
た。その後、金融庁はコーポレートガバナン
ス改革に注力しましたが、今回、ニデックや
エア・ウォーターの会計不正もあって、小委
員会の提言に具体的に盛り込まれる可能
性が高いです。
鈴木　私は2002年からニューヨークに移っ
て、最初の仕事がワールドコム事案のレ
ポートだったのです。エンロンとワールドコム
が続いて会計監査は大変な時期でした。
  南　  あの時アメリカは、SOX法で非常に
重い経営者個人への罰則を定めました。衝
撃だったのは、累積して懲役刑、禁固刑
100年以上といった罰則の重さです。でもそ
の後、アメリカでは大きな事件が起こってな
いですね。やはり経営者、作成者サイドに
厳しい刑事罰を与えて、不正をはたらくとこ
うなると思わせないと会計不正はなくならな
いのではないでしょうか。
鈴木　そこは当然、必要だと強く思ってい
ます。その上でですが、アメリカは莫大な報
酬で経営者として会社に雇われ、間違った
ら罰を受ける、訴えられる。一方、日本はサ
ラリーマン社長が多く、報酬も上限があり、
継続性の中での経営が強いられます。全て
個人の責任に帰してしまうと酷なケースが
あるのも事実です。虚偽をしてきた社風が
あるのであれば、まずコーポレートガバナン

スで、経営者が自分の責任で改善する。そ
うした企業風土になっていくことが大事かな
と思います。
手塚　我々の立場からすると、粉飾決算
事件で公認会計士、監査法人は登録抹消
などそれなりの罰則を受けています。しかし
経営者側は本当に悪意がある場合を除い
て、有罪、無罪を議論するケースは非常に
少ない。そのバランスの悪さも考慮していた
だき、今回はより具体的な提言が盛り込まれ
ると思います。

秋山　今までの仕事でやりがいがあったも
のは何ですか。
鈴木　一つは台湾有事に関する政策で
す。党の台湾政策検討プロジェクトチーム
の座長を長らく務めていて、「どう国民生活
を保護するか」といった視点で議論を積み
重ねてきました。法務大臣で入閣した時に、
これをもとに具体的な対応を少しずつ進め
ることができました。なかなか着手が難しい
部分ですので、自分がいなかったらここまで
動いていないと思います。
　もう一つも法務大臣のとき、外国人の受
け入れについてかなり政策転換しました。
G7を見ても、この数年、移民問題で政権が
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不安定になり国民が分断されることが繰り
返されてきましたので、日本がその轍を踏む
わけにはいきません。いま日本にいる外国人
の比率は3%前後で、欧米の10数％に比べ
るとまだマネージャブルな時期ですが、早め
に問題提起をして手を打ちました。
秋山　鈴木議員はきちんと結果を出してい
きますね。いろいろな意見があると思います
が、調整能力が素晴らしいと思います。
鈴木　政策の決定は経験値、人間関係、
ものの考え方が重要ですが、実は決めた
後のほうが大事だと思っています。政治が
関わることはほぼ全て「決まった後に国民の
生活に影響が出てくる」ものなので、決まっ
た後を考えて仕事をするのが鉄則です。そ
れも含めた判断ができると思って任せてい
ただけるのだと思います。

茂木　鈴木議員の政治課題は何ですか？
鈴木　2つ掲げています。一つは台湾有事
を起こさせない。戦争や気候変動もそうで
すが、日常が失われる状況を起こさせない
ようにすることが信念です。日常も経済成長
も安全保障があって初めて成り立ちますか
ら、外交の一番の柱だと思ってあらゆる自
分のアセットを注ぎ込んで頑張っています。

台湾の中枢にもアメリカにも自分なりのホット
ラインがありますので、具体的な建設的な
話ができていると思います。
　もう一つは日本の新しい成長をつくる経
済環境をつくること。日本は人材含めてすご
いポテンシャルがありますが、アイデア、人
材、資金がうまくつながらない。終身雇用や
株の持ち合い、会社を潰さないという文化
も含めた構造上の問題があり、能力のある
人が自由に何度もチャレンジできる社会に
なっていません。僕はそこが一番歯痒いと
ころで、変えたいと思っています。
稲垣　同じ環境にいると、変えるという発
想が生まれにくいですね。
鈴木　本当に頑張ろうと思う人が頑張れる
機会が、あちこちにある社会が必要だと
思っています。企業も新陳代謝して、そこに
人がつながっていく。働く場所を自由に選べ
る。そうすることで経済全体の生産性が上
がるはずです。資本も必要ですから、各ス
テージの資金の動きとコネクトできる世界を
つくって日本経済の構造改革を進めたい。
僕は小さな政府論者なので、民間でできる
ことは民間に任せるために、社会課題の解
決をもっとマネタイズできる環境をつくりたい
のです。
　当然開示の正確性や正しいマーケットと
のコミュニケーションなくして回っていかない

ので、公認会計士の皆さんとは様 ご々一緒
できるのではないかと期待をしています。
稲垣　鈴木議員はいま49歳で、これから
政治の中枢を担っていかれると思います。
ぜひ一緒に新しい経済環境をつくっていき
ましょう。

日常は守る。
   経済は変える。
東大でボートを漕いでいた青年は、大蔵省に入り24歳で
渡米。意気揚々と過ごす日々で9.11は起こりました。ペンタ
ゴンからのぼる煙、一瞬で崩れた日常。この体験が、「日常
が失われる状況を起こさせない」という信条の原点になっ
ています。鈴木けいすけ議員に思想と政策を伺います。

◎第24回 政治連盟囲む会インタビュー 
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「公認会計士による塩崎彰久議員
を囲む会」による決起集会を開催
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　「公認会計士による塩崎彰久議員を囲む会」による決起集会が愛
媛県松山市で開催された。新年早々衆議院での冒頭解散からの、
急な呼びかけであったが、囲む会の菊池博俊会長、政治連盟の茂
木哲也会長、秋山修一郎幹事長ら計８名の会員が参加した。
　囲む会からの応援の後、塩崎彰久氏から国会対策副委員長とし
ての経験を踏まえ、政治の停滞を打破し、決めるべきときに決め、動
くべきときに動く政治を取り戻したい、力強い決意表明があった。
　その後、塩崎彰久氏のキャッチフレーズ「新時代を、前へ」の掛け
声、ポーズとともに参加者一同で写真撮影を行い、盛況のうちに閉
会した。

若林健太衆議院議員と
意見交換 2026年3月11日

若林健太 衆議院議員

「萩原 佳を囲む公認会計士の会」通常総会を開催

　2026年３月22日、「萩原 佳を囲む公認会計士の会」通常総会（及び国政報告）がアットビジネスセンター
PREMIUM新大阪にて開催し、公認会計士27名が参加した。
　萩原議員は、日本維新の会の所属で、2026年２月の第51回衆議院議員選挙（大阪府第９区）にて２期目
の当選を果たされ、党の財政金融部会長や税制調査会事務局長を務められるなど将来が嘱望されている
若手議員である。
　通常総会では、塩田囲む会会長による議事進行の下、役員案、収支報告及び活動計画が原案どおりに
承認された。そのあとの萩原議員からの国政報告では、第51回衆議院議員選挙における選挙活動の振り返
りや、党税制調査会事務局長として参画された、いわゆる与党税調インナーでの経験談についてご紹介いた
だいたほか、日本維新の会の掲げる政策説明や昨今の国政状況など多岐にわたってご講演いただいた。
　また、設立総会終了後に場所を移して開催された懇親会では、萩原議員と会員及び会員相互が懇親を
深めるなど、通常総会及び懇親会ともに盛況裡のうちに閉会した。

萩原 佳 衆議院議員

古賀 篤 衆議院議員

塩崎彰久 衆議院議員

不安定になり国民が分断されることが繰り
返されてきましたので、日本がその轍を踏む
わけにはいきません。いま日本にいる外国人
の比率は3%前後で、欧米の10数％に比べ
るとまだマネージャブルな時期ですが、早め
に問題提起をして手を打ちました。
秋山　鈴木議員はきちんと結果を出してい
きますね。いろいろな意見があると思います
が、調整能力が素晴らしいと思います。
鈴木　政策の決定は経験値、人間関係、
ものの考え方が重要ですが、実は決めた
後のほうが大事だと思っています。政治が
関わることはほぼ全て「決まった後に国民の
生活に影響が出てくる」ものなので、決まっ
た後を考えて仕事をするのが鉄則です。そ
れも含めた判断ができると思って任せてい
ただけるのだと思います。

茂木　鈴木議員の政治課題は何ですか？
鈴木　2つ掲げています。一つは台湾有事
を起こさせない。戦争や気候変動もそうで
すが、日常が失われる状況を起こさせない
ようにすることが信念です。日常も経済成長
も安全保障があって初めて成り立ちますか
ら、外交の一番の柱だと思ってあらゆる自
分のアセットを注ぎ込んで頑張っています。

台湾の中枢にもアメリカにも自分なりのホット
ラインがありますので、具体的な建設的な
話ができていると思います。
　もう一つは日本の新しい成長をつくる経
済環境をつくること。日本は人材含めてすご
いポテンシャルがありますが、アイデア、人
材、資金がうまくつながらない。終身雇用や
株の持ち合い、会社を潰さないという文化
も含めた構造上の問題があり、能力のある
人が自由に何度もチャレンジできる社会に
なっていません。僕はそこが一番歯痒いと
ころで、変えたいと思っています。
稲垣　同じ環境にいると、変えるという発
想が生まれにくいですね。
鈴木　本当に頑張ろうと思う人が頑張れる
機会が、あちこちにある社会が必要だと
思っています。企業も新陳代謝して、そこに
人がつながっていく。働く場所を自由に選べ
る。そうすることで経済全体の生産性が上
がるはずです。資本も必要ですから、各ス
テージの資金の動きとコネクトできる世界を
つくって日本経済の構造改革を進めたい。
僕は小さな政府論者なので、民間でできる
ことは民間に任せるために、社会課題の解
決をもっとマネタイズできる環境をつくりたい
のです。
　当然開示の正確性や正しいマーケットと
のコミュニケーションなくして回っていかない

ので、公認会計士の皆さんとは様 ご々一緒
できるのではないかと期待をしています。
稲垣　鈴木議員はいま49歳で、これから
政治の中枢を担っていかれると思います。
ぜひ一緒に新しい経済環境をつくっていき
ましょう。

2026年3月22日

20年以上、
考え続けている政治課題

国民生活への影響を考える政治


